
関西グローバルヘルス （KGH）の集い

　2024 年 11 月 21 日に第 2 回「紛争
・戦争と健康権」というテーマでオンラ
インセミナーを開催しました。話題提供
者として、安藤恒平さん ( 赤十字国際委
員会（ICRC） 医師 )、清田明宏さん（国
連 パ レ ス チ ナ 難 民 救 済 事 業 機 関

（UNRWA）保健局長）をお迎えしました。
進行は安田直史さん（近畿大学社会連携
推進センター教授、日本 WHO 協会理事）、
特別パネリストは中村安秀さん ( 日本
WHO 協会理事長 ) でした。
　ICRC の外傷外科医として 2023 年
12 月から 4 度にわたりガザ内の赤十字
野外病院等で勤務された安藤さん、そし
て 2010 年に UNRWA の保健局長に就
任されて以降 14 年間にわたりガザを含
むパレスチナ人難民に対する公衆衛生・
医療支援を提供し続けておられる清田さ
んから、多くの写真や映像とともに、現
地の状況と活動についてお話しください
ました。セミナー参加者は300人を超え、
ガザの状況について知り、健康、命、人
権、そして平和について深く考える大変
有意義な機会となりました。

赤十字国際委員会
安藤恒平さん
　まず安藤さんから、ガザの人々の状況
と ICRC の活動についてお話しいただき
ました。大きく破壊された建物や、生活
の場が破壊され人々がテントでの生活を
余儀なくされている状況等を多くの写真

と共にお伝えくださいました（写真 1）。
また、ICRC のガザにおける活動につい
てご紹介いただきました。ICRC は医療
活動だけではなく、命をつなぐための緊
急物資の提供や、移動のためのバスの手
配など、紛争の被害にあった方々を多方
面から支援しています。ICRC の活動場
所では、屋上などに赤十字を明示したフ
ラッグを設置し ( 写真 2)、また常に紛
争当事者双方とコミュニケーションを行
い、活動地域の安全を確保しています。
　3 度の活動時に安藤さんが勤務された、
ICRC が支援するヨーロピアンガザホス
ピタルの救急外来（ER）と病棟の状況
をお話しくださいました。多数傷病者が
発生した際には ER に多くの患者が搬送
され、騒然とした状況になります。必要
時には、安藤さんが麻酔科医とチームを
組んで ER で患者の状況を把握し、すぐ
に手術が必要な方を手術室に直接搬送さ
れました。病棟は新型コロナ対応の際に
建てられたプレハブで構造が脆弱なため、
近くで空爆があった際に大きな音と衝撃
波を感じたとのことです。これにより天
井が落ちたこともありましたが、幸い安
藤さんの勤務中には怪我をされた方はい
なかったとのことでした。このような状
況下で、医療スタッフ自身も安全を確保
しながら医療活動を進めることの過酷さ
と同時に、信念をもって対応する覚悟を、
安藤さんの言葉から感じました。
　4 回目の活動時に勤務された赤十字野

外 病 院（Red Cross Field Hospital）(
写真 3) についてお話しくださいました。
病院はテントで構成され、全体で 60 名
の入院患者の収容が可能ですが、常時 9
割のベッドが使用されていました。手術
室は 2 室あり（写真 4）、日本から多く
の手術器材が輸送されていました。一般
外来では 1 日 300 ～ 400 人の受診が
あり、安藤さんはここで週 1 回外傷後
のフォローを行いました。ER では直接
搬送と、他の病院からの転院搬送の両方
を受け入れています。Field Hospital は
2024 年 5 月にオープンした比較的新し
い施設であり、医療資材が供給されてい
ることから重傷者の対応が可能であり、
病院間連携により多くの転送を受け入れ
ていました。院内には外来・病棟の他、
レントゲン、検査室、薬剤倉庫、霊安室、
浄水装置・貯水槽、休憩室、トイレ、ゴ
ミ集積所などが整備されています。器材
が不足した際には、松葉杖や牽引台など
を技師が手作りで作成していました。ま
た、MHPSS（Mental  Health and 
Psychosocial Support、精神保健およ
び心理社会的支援）を早期から実施し、
うつ病や PTSD へ対応されています。
Field Hospital の写真から、質の高い医
療提供への不断の努力、安全な療養環境
の維持、管理された病院運営を見ること
ができ、ICRC の技術力・組織力に心か
らの信頼を感じました。
　Field Hospital での 1 か月間の勤務に
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おいて、安藤さんは 138 名の処置・手
術を担当され、腹部・胸部損傷や数多く
の開放骨折の手術の執刀をされました。
お話をお聞きしながら、資材の確保に制
約がある中、多国籍のメンバーと共に、
全身の臓器に対応する外傷外科医として
重傷者の治療にあたることの重責を強く
感じました。そして、安藤さんの、困難
な状況で対応する胆力、豊富な経験、高
度な医療技術に、深い感銘を受けました。

国連パレスチナ難民救済事業機関
清田明宏さん

　次に、清田さんから、ガザの人々の状
況、ポリオワクチン一斉接種の指揮を取
られたご経験を含め UNRWA のガザに

おける活動についてお話しくださいまし
た。最初のメッセージとして、「ガザの
危機は人災である」とお伝えくださいま
した。「今起こっていることは本当に未
曾有の危機ですが、防ぐことができ、止
めることのできる危機です」と清田さん
はセミナー参加者へ語りかけました。
　今回のガザにおける危機以前、2021
年海沿いのガザの風景には、非常に綺麗
な街並みがありました（写真 5）。ガザ
ではもともと人々の強い連携があり、医
療システムも機能していました。予防接
種の接種率は 100% を達成し、ポリオ
も 20 年以上発生が見られていませんで
した。しかし、2023 年 10 月 7 日以降、
事態は急変しました。もとの街並みは跡
形もなくなり（写真 6）、戦闘により人

口の約 2％が死亡しています。国連人道
問題調整事務所 (OCHA) によると、こ
れまでにイスラエル側からの避難指示が
87％の地域に出ています。避難勧告の
たびに人々は移動を余儀なくされていま
す。海岸沿いの地域にはテントが密集し、
衛生状態や居住環境が悪い状況です。町
の上下水道は損壊し、衛生状態の悪化に
より水系感染症である A 型肝炎やポリ
オの感染が発生しました。戦闘開始後、
ガザ内には多くのゴミの山が発生し、こ
こに多くの家族が袋を持って何か使えな
いものがないか探しに来ています。これ
は、これまで長くガザと関わってきた清
田さんが一度も見たことがない光景であ
り、「『人間の尊厳が崩壊している』とい
うのが率直な感想です」と話されました。

❶写真1　安藤さん発表スライドより（建物が大きく破壊されているガザの風景）❷写真2　安藤さん発表スライドより（病院屋上に設置されたICRCのフラッグ）
❸写真3　安藤さん発表スライドより（Red Cross Field Hospitalの全景）　　　　❹写真4　安藤さん発表スライドより（Red Cross Field Hospitalの手術室）
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　続いて UNRWA のガザにおける活動
についてお話しくださいました。ガザの
人 口 220 万 人 の 保 健 医 療 を 支 え る
UNRWA は、22 の診療所を運営してい
ました。電子カルテや電子母子手帳が導
入され、年間 300 ～ 400 万人に対応す
る外来を有し、糖尿病と高血圧を合わせ
て 10 万人の患者、3 万 5 千人の妊婦の
フォローを行っていました。10 月 7 日
以降に治安状態が悪化し、運営できるの
は 6 か所の診療所のみとなりました。
　一方で、避難所に多くの人が集まるた
め対応が必要となり、避難所で臨時診療
所が設置されました。UNRWA 現地職

員の活躍により、10 月末にはほぼ以前
と同様の 1 日あたり 1 万 5000 人に対
応できるようになりました ( 図 1)。
2023 年 9 月から 2024 年 10 月までに
総計 620 万人の外来患者、ガザの一次
医療の 5 割に相当する数が UNRWA の
診 療 所 で 対 応 さ れ ま し た。 こ れ は
UNRWA の貢献の大きさと人々のニー
ズに懸命に応えている現地スタッフの働
きを示す数字であるといえます。WHO
の 11 月 13 日時点の situation report
では、死者が約 4 万 3 千人、負傷者が
約 10 万人、がれきの下等での死亡未確
認者が 1 万人以上と推定されています。

毎月 100 人前後しか救命のためガザ外
の治療施設へ搬出できない状況であり、
待機患者数は 1 万人超とのことです。
　このように非常に困難な状況下で、ポ
リオワクチンの一斉接種が実施されまし
た ( 写真 7)。接種初日から多くの人が
接種を受けに来ました。清田さんは多く
の子供が着飾っていることに気づき、あ
る親に聞いたところ、「戦争が始まって
から空爆の恐れがなく家族で外出するの
は初めてだから」との言葉でした。清田
さんは、「予防接種は感染予防に寄与す
るとともに、人々の心の平穏に少しでも
つながっていることを感じた。しかし同
時に、そういうことを言わせている厳し
い状況があることも感じた」とお話しく
ださいました。多くの親が、ポリオワク
チンは麻痺を予防する効果があることを
知っており、接種させるのは親の役目だ
と認識していました。そして、親はみな

「子供を守りたい、そしてとにかく早く
戦争が終わってほしい」と言っていた、
と清田さんは話されました。ポリオワク
チ ン 一 斉 接 種 は、WHO・UNICEF・
UNRWA・保健省の緊密なパートナーシ
ップのもと実施されました。多くの
UNRWA 職員がこの困難な事業を支え
ました。

図1　清田さん発表スライドより（UNRWAが運営する診療所の1日の外来患者数）

写真5　清田さん発表スライドより（ガザの海沿いの風景：2021年） 写真6　清田さん発表スライドより（ガザの海沿いの風景：2024年）
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　最後に、清田さんは、空爆で負傷し膝
上切断を余儀なくされた男性についてお
話しくださいました。清田さんは、カタ
ールのドーハで治療を受けた彼に再会し
ました。ガザで受傷後、打ちひしがれて
将来を悲観していた彼は、治療後ドーハ
で「俺は元気だ」「ガザに帰って仕事を
する」と言い、車いすの上で体を手で持
ち上げるほどエネルギーに満ちていまし
た。彼の姿を見て、清田さんは、「今の
ガザは未来の希望を失っているように見
えるが、やはり希望は人々の心の中にあ
ることに気づいた」と話されました。「ど
んなに希望が見えないような場所でも、
それは個々の人の心の中で育つ。そして
希望こそが回復の原動力になります。人
々の心にある希望を育てるということは、
今一番大事だと思っています」と話され
ました。清田さんは、UNRWA は非常
に厳しい状況に直面しているが、とにか
く諦めずに、国連総会で決議された
UNRWA の任務を実行することに誇り
を持って続けていきます、と力強くおっ
しゃいました。清田さんの、UNRWA
職員への深い信頼、UNRWA がガザで
果たしている役割への誇り、そしてガザ
の人々の未来を想う心に、強く尊敬の念
を感じました。（清田さんのご講演の動
画は以下の URL/QR コードからご覧い
ただけます。）

　未曽有の苦難に直面しているガザで、
常に熱意に満ち、かつ冷静にプロフェッ
ショナルとして全力を尽くすお二人の姿
に、多くの気づきと希望を与えられたセ
ミナーとなりました。

写真7　清田さん発表スライドより（ガザのポリオワクチン一斉接種）

写真8　清田さん発表スライドより（ヨーロピアンガザホスピタルでの清田さんと安藤さん）

写真9　11月21日オンラインセミナーの様子（登壇者と運営委員）

清田氏の動画はこちらから

https://japan-who.or.jp/
about-us/notice/2412-22/
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